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○特集　「住み慣れた地域で暮らしたい
　　　　　　～地域包括ケアシステムの構築に向けて～」 ・・・　 P　１
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　　　　　　～社協が取り組む福祉教育～（宗像市社協）」 ・・・　 P　５
○社会福祉法人が今一度防災の原点に立ち返る
　　　　　　「社会福祉施設防災セミナー」を開催しました ・・・　 P１０



住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い

〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
〜

特
　集

１．自宅で家族中心に
介護を受けたい

４％

２．自宅で家族の介護と外部
の介護サービスを組み合
わせて介護を受けたい

24％

３．家族に依存せずに生活で
きるような介護サービス
があれば自宅で介護を受
けたい

46％

３．家族に依存せずに生活で
きるような介護サービス
があれば自宅で介護を受
けたい

46％

４．有料老人ホームやケ
ア付き高齢者住宅に
住み替えて介護を受
けたい

12％

５．特別養護老人ホー
ムなどの施設で介
護を受けたい

７％

６．医療機関に入院
して介護を受け
たい
２％

７．その他
３％ ８．無回答

２％

１．自宅で家族中心に介
護を受けさせたい

４％

２．自宅で家族の介護と外部の
介護サービスを組み合わせ
て介護を受けさせたい

49％

４．有料老人ホームやケ
ア付き高齢者住宅に
住み替えて介護を受
けさせたい

５％

５．特別養護老人ホー
ムなどの施設で介
護を受けさせたい

６％

６．医療機関に入院して
介護を受けさせたい

２％

７．その他
３％

８．無回答
４％

３．家族に依存せずに生活
できるような介護サー
ビスがあれば自宅で介
護を受けさせたい

27％

本人に介護が必要になった場合の希望（厚労省老健局調査参照）

家族に介護が必要になった場合の希望（厚労省老健局調査参照）

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
最
後
ま
で
続
け
た
い
―
。

　

多
く
の
方
は
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自

宅
で
生
活
し
続
け
、
人
生
最
期
の
と
き
ま

で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
願
い
を
可
能
に
す
る
べ
く
国
が

推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
。
お

お
む
ね
30
分
以
内
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
圏

域
で
、
個
々
人
の
ニ
ー
ズ
応
じ
て
、
住
ま

い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
の

５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
し
、

対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
体
制
で
す
。

　

今
号
の
特
集
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
取
り
上
げ
、
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
等
を
掲
載
し
ま
す
。

■
も
し
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
…

　

多
く
の
方
の
願
い
と
は

　

厚
生
労
働
省
老
健
局
の
調
査
で
は
、

「
家
族
に
依
存
せ
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
自
宅
で
介
護

を
受
け
た
い
」「
自
宅
で
家
族
の
介
護
と

外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て

介
護
を
受
け
た
い
」
と
回
答
し
た
方
々
が

７
割
以
上
。「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
ケ
ア

付
き
高
齢
者
住
宅
等
に
住
み
替
え
て
介
護

を
受
け
た
い
」
と
回
答
し
た
方
々
を
合
わ

て
い
ま
す
。

◇
団
塊
の
世
代
（
約
８
０
０
万
人
）
が

75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
以

降
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加

◇
都
市
部
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
人

口
の
増
加

◇
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ

以
上
の
高
齢
者
の
増
加

◇
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

や
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
増
加

◇
介
護
の
担
い
手
不
足

　

全
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
の
増

加
や
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
、
高
齢
の
単

身
世
帯
・
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
介

護
の
担
い
手
不
足
、
さ
ら
に
は
介
護
費
用

の
増
大
等
の
問
題
が
予
測
さ
れ
る
中
、
従

来
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
だ
け
で
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
て
い
く
の
は
困
難
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
を
目
標
に
、
各
自
治
体
で

は
、
公
的
な
介
護
・
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
み
な
ら
ず
、
見
守
り
等
の
様
々
な
生
活

支
援
や
成
年
後
見
等
の
権
利
擁
護
、
住
居

の
保
障
、
低
所
得
者
の
支
援
等
、
様
々
な

支
援
が
切
れ
目
な
く
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
よ
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
作

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

せ
る
と
８
割
以
上
の
方
々
は
、
自
宅
や
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
住
ま
い
の
確
保
、
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
介
護
予
防
の
促
進
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
や
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
等
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ

る
背
景
と
は

　

日
本
は
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
速
さ
で

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
人
口
は
、
３
０
０
０

万
人
を
超
え
、
そ
の
比
率
は
総
人
口
の
４

分
の
１
。
人
口
は
２
０
０
４
年
（
１
億

２
７
７
９
万
人
）
で
ピ
ー
ク
と
な
り
、

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
高
齢

者
の
割
合
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
推
計
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
、
２
０
２
５
年
に
は
、
３
６
５
７
万

人
と
な
り
、
２
０
４
２
年
に
は
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
全
人
口

に
占
め
る
割
合
は
増
加
し
、
２
０
５
５
年

に
は
、
25
％
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
状
況
の
中
、
次
の
事
項
を
予
測
し
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い

〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
〜

特
　集

１．自宅で家族中心に
介護を受けたい

４％

２．自宅で家族の介護と外部
の介護サービスを組み合
わせて介護を受けたい

24％

３．家族に依存せずに生活で
きるような介護サービス
があれば自宅で介護を受
けたい

46％

３．家族に依存せずに生活で
きるような介護サービス
があれば自宅で介護を受
けたい

46％

４．有料老人ホームやケ
ア付き高齢者住宅に
住み替えて介護を受
けたい

12％

５．特別養護老人ホー
ムなどの施設で介
護を受けたい

７％

６．医療機関に入院
して介護を受け
たい
２％

７．その他
３％ ８．無回答

２％

１．自宅で家族中心に介
護を受けさせたい

４％

２．自宅で家族の介護と外部の
介護サービスを組み合わせ
て介護を受けさせたい

49％

４．有料老人ホームやケ
ア付き高齢者住宅に
住み替えて介護を受
けさせたい

５％

５．特別養護老人ホー
ムなどの施設で介
護を受けさせたい

６％

６．医療機関に入院して
介護を受けさせたい

２％

７．その他
３％

８．無回答
４％

３．家族に依存せずに生活
できるような介護サー
ビスがあれば自宅で介
護を受けさせたい

27％

本人に介護が必要になった場合の希望（厚労省老健局調査参照）

家族に介護が必要になった場合の希望（厚労省老健局調査参照）

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る

た
め
に

　

平
成
24
年
度
介
護
保
険
改
正
に
お
い
て

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
盤

強
化
が
大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、

「
医
療
と
介
護
の
連
携
の
強
化
等
」、「
介

護
人
材
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
」、「
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整
備
等
」、

「
認
知
症
対
策
の
推
進
」、「
保
険
者
に
よ

る
主
体
的
な
取
り
組
み
の
推
進
」、「
保
険

料
の
上
昇
の
緩
和
」
等
に
つ
い
て
、
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
の
事
項
が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
供
給
の
推
進

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
住
ま

い
」
の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。
厚
生
労
働

省
と
国
土
交
通
省
が
連
携
し
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
構
造
等
を
有
し
、
介
護
・
医
療
の
連

携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
の
登
録
制

度
が
創
設
。
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
や
有

料
老
人
ホ
ー
ム
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る

環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
末
現
在
で
、
全
国
で
登

録
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
は
４
２
９
６
棟
・
13
万
８
２
５
４

戸
。
福
岡
県
で
は
１
５
３
棟
・
６
１
１
４

戸
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

●
24
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
等
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　

在
宅
で
の
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
必
要
な
時

に
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

定
期
的
な
巡
回
訪
問
や
通
報
に
よ
る
訪

問
に
よ
り
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の

介
護
や
日
常
生
活
上
の
支
援
や
、
看
護
師

に
よ
る
療
養
上
の
支
援
ま
た
は
必
要
な
診

療
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
単
身
高
齢
者
世

帯
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
増
加
が

予
測
さ
れ
る
中
、
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

平
成
25
年
12
月
末
現
在
で
、
実
施
保
険

者
数
は
１
８
４
、
事
業
所
数
は
３
９
１
カ

所
で
す
。
福
岡
県
で
は
北
九
州
市
１
カ

所
、
福
岡
市
４
カ
所
、
久
留
米
市
３
カ

所
、
小
郡
市
１
カ
所
、
糸
島
市
１
カ
所
、

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
１
カ
所
が
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
介
護
福
祉
士
や
研
修
を
受
け
た
介
護
職

員
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施

　

在
宅
生
活
を
維
持
で
き
な
い
一
つ
の
課

題
と
さ
れ
て
き
た
た
ん
の
吸
引
。
一
定
の

研
修
を
受
け
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を

受
け
た
介
護
職
員
が
た
ん
の
吸
引
等
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

平
成
26
年
１
月
末
現
在
、
福
岡
県
で

は
、
県
と
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
研
修
登

録
機
関
８
カ
所
、
併
せ
て
９
カ
所
が
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
後
見
人
の
育
成
の
推
進

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
権
利
擁
護
支
援
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
後
見
、
保
佐
お
よ
び

補
助
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
人
材
の
育
成
や
活
用
を
図
る
こ
と
が
市

町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
に
お
い
て
は
、
北
九
州
市
・
福

岡
市
・
大
牟
田
市
・
久
留
米
市
・
飯
塚

市
・
中
間
市
・
筑
紫
野
市
・
宗
像
市
・
太

宰
府
市
・
福
津
市
・
嘉
麻
市
・
新
宮
町
の

12
自
治
体
で
、
市
民
後
見
人
養
成
講
座
や

市
民
後
見
人
育
成
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
の
制
度
上
の
制
約
に
よ
り
、

柔
軟
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
制
度
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
虚
弱
や
引
き
こ
も
り
等
様
々
な
理
由

で
介
護
保
険
の
利
用
に
結
び
つ
き
に
く
い

高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
円
滑
に
進

め
ま
す
。

　

先
般
国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
医
療
・
介

護
総
合
推
進
法
案
」
で
は
、
介
護
保
険
法

は
市
町
村
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
の
見
直

し
が
柱
で
あ
り
、
予
防
給
付
の
見
直
し
な

ど
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
翼
を
担
う
に
ふ
さ

わ
し
い
質
を
備
え
た
効
率
的
な
事
業
と
し

て
再
構
築
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
た
な
総
合
事
業
と
し
て
整
備
を
進

め
、
す
べ
て
の
市
町
村
に
お
い
て
平
成
29

年
４
月
ま
で
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

お
い
て
中
核
を
担
う
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
。
福
岡
県
に
は
、
１
４
９
カ
所

（
直
営
81
、
委
託
68
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
職
種
関
係
者
の
地
域
包
括

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め

に
、「
行
政
職
員
、
セ
ン
タ
ー
職
員
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
医
療
関
係
者
、
民

生
委
員
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
議
体
」
の

「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
主
催
し
、
設
置
及

び
運
営
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
改
正

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

で
は
、
市
町
村
で
円
滑
に
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
べ
く
、
事
業
の

見
直
し
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
が
願
う
地
域
で
の
暮
ら
し
に
対

し
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
専
門
職
間
の

連
携
、
本
人
の
家
族
や
近
隣
の
助
け
合

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
巻
き
込
ん
で
、

地
域
の
特
性
や
実
状
に
合
わ
せ
て
構
築
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

厚労省資料参照
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◆
24
時
間
対
応
の
介
護
拠
点
を
目
指
し
て

～
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
い
ゆ

の
取
り
組
み
～

　

自
宅
や
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
安
心
な
暮
ら
し
を
続
け
た
い
。
そ
ん
な

願
い
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス
が
糸
島
市
に

あ
り
ま
す
。

　

糸
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る

24
時
間
３
６
５
日
の
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
「
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
い
ゆ
」。

　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
24
年
度
の
介
護
保

険
制
度
改
正
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
基
盤
強
化
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
定
期
的
な
巡
回
訪

問
や
通
報
に
よ
る
訪
問
に
よ
っ
て
、
入

浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
や
日
常
生

活
上
の
支
援
と
と
も
に
、
看
護
師
に
よ
る

療
養
上
の
支
援
ま
た
は
必
要
な
診
療
の
補

助
を
行
う
も
の
で
す
。

　

全
国
的
に
も
事
業
展
開
は
少
な
く
、
25

年
12
月
現
在
、
実
施
保
険
者
は
１
８
４
カ

所
、
事
業
所
は
３
９
１
カ
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
７
名
が
利
用
し
、
職
員
10
名
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

■
開
設
に
至
る
ま
で

　

糸
島
市
は
平
成
22
年
、
前
原
市
・
二
丈

町
・
志
摩
町
が
合
併
し
て
誕
生
。
人
口
10

万
人
と
な
り
、
高
齢
化
率
23
・
４
％
、
要

介
護
認
定
率
14
・
６
％
（
平
成
25
年
４
月

末
現
在
）
で
、
今
後
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
糸
島
市
社
協
は
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

の
選
択
を
可
能
に
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
開
設
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、「
社
協
が
誇
り

と
す
る
分
野
、
業
務
、
足
り
な
い
分
野
・

業
務
は
何
か
」
を
中
心
に
検
討
。
ま
た
、

当
時
の
訪
問
介
護
利
用
者
に
よ
る
多
額
の

寄
付
も
あ
り
、
そ
の
方
の
地
域
福
祉
の
発

展
を
願
う
意
思
を
汲
み
、
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。

　

チ
ー
ム
立
ち
上
げ
か
ら
お
よ
そ
２
年
、

会
議
や
視
察
を
行
い
、「
地
域
住
民
が
い

つ
ま
で
も
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
在
宅

介
護
を
支
え
る
」
と
い
う
結
論
に
至
り
、

24
時
間
３
６
５
日
の
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
安
心
を
届
け
る
サ
ー
ビ
ス

①
定
期
巡
回
（
訪
問
）
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
訪
問
介
護
看

護
計
画
に
基
づ
き
、
ヘ
ル
パ
ー
が
定
期
的

に
訪
問
し
、
ト
イ
レ
介
助
、
オ
ム
ツ
交

換
、
体
位
交
換
等
の
介
護
を
行
い
ま
す
。

②
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　
「
ベ
ッ
ド
か
ら
転
落
し
た
」
な
ど
緊
急

を
要
す
る
時
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
コ
ー
ル
端
末

を
通
じ
て
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
通
報

し
、
状
況
に
応
じ
て
ヘ
ル
パ
ー
等
が
急

行
・
対
応
し
ま
す
。

③
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

　

随
時
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
コ
ー
ル
端
末
を
通

じ
て
、
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
通
報
や

相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

　

必
要
に
応
じ
て
、
連
携
す
る
訪
問
看
護

事
業
所
か
ら
看
護
師
が
訪
問
（
医
師
の
指

示
に
基
づ
く
）
し
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的

に
訪
問
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
核
に

　

ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
そ
れ
い
ゆ

の
高
橋
三
千

代
介
護
課
長

は
、「
24
時
間

体
制
の
事
業

を
行
う
上
で
、 

報
酬
単
価
や
人
材
確
保
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
状
況
で

は
、
継
続
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま

す
。
一
方
で
利
用
者
の
確
保
も
課
題
で

す
。
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
行
政

と
一
体
と
な
り
、
普
及
啓
発
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
地

域
包
括
ケ
ア
の
中
核
を
担
い
、
在
宅
生
活

を
願
う
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
必
要
な
事

業
で
あ
り
、
社
協
と
し
て
の
使
命
感
も
あ

り
ま
す
。
社
協
全
体
で
一
人
ひ
と
り
の
生

活
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
と
い
う
視
点
で

地
域
に
根
付
い
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

話
さ
れ
ま
す
。

　サービス利用までの流れ、利用料金、サービス内容
の詳細は、下記にお問い合わせください。

〒 819-1119　糸島市前原東一丁目 5番 17号
　　　　　　　介護拠点センターそれいゆ内
☎ 092（329）8855　FAX 092（329）8851

ヘルパーステーション　それいゆ

〒 819-1105　糸島市潤一丁目 22番 1号
　　　　　　糸島市健康福祉センターあごら内
☎ 092（324）1660　FAX 092（324）3166

社会福祉法人 糸島市社会福祉協議会

利用者に無料で貸し出されるホームケアコー
ル端末。ボタンを押すと事務所に繋がり、緊
急を伝える仕組み

併設するデイサービスセンターそれ
いゆ。宿泊機能も兼ね備えています

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスの流れ

高橋三千代　介護課長
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◆
大
牟
田
っ
て
、
住
み
よ
か
バ
イ
！

～
大
牟
田
市
居
住
支
援
協
議
会
の
取
り

組
み
～

　
「
住
ま
い
」
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
お
け
る
基
盤
で
あ
り
、
必

要
な
住
ま
い
と
本
人
の
希
望
、
経
済
力
に

か
な
っ
た
住
ま
い
方
が
確
保
さ
れ
て
こ
そ

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
岡
県
最
南
端
に
あ
る
大
牟
田
市
。
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者

の
単
身
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
に
よ
る
空
き
家
の
急
増
や
、
低
所

得
や
高
齢
に
よ
る
こ
と
で
保
証
人
が
い
な

い
等
、
住
宅
を
借
り
る
こ
と
が
難
し
い
人

（
住
宅
確
保
要
配
慮
者
）
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

大
牟
田
市
は
平
成
25
年
６
月
、
大
牟
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
事
務
局
と
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
理
念
に
基
づ

き
、「
大
牟
田
市
居
住
支
援
協
議
会
（
大

牟
田
住
み
よ
か
ネ
ッ
ト
）」
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
民
間
活
力
と
連

携
を
図
り
、
地
域
資
源
で
あ
る
空
き
家
の

活
用
策
を
検
討
し
、
低
所
得
者
、
被
災

者
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世
帯

等
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
安
心
し
て
住

む
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

■
大
牟
田
か
ら
発
信
す
る
新
し
い
﹁
住
ま
い
方
﹂

　

大
牟
田
住
み
よ
か
ネ
ッ
ト
は
、
次
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
実
態
調
査
及
び
分
析

　

民
生
委
員
や
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

の
生
徒
等
と
連
携
し
、
市
内
の
空
き
家
調

査
を
実
施
。
活
用
で
き
る
空
き
家
の
立
地

状
況
、
周
辺
の
公
共
機
関
、
医
療
・
福
祉

施
設
、
商
用
施
設
等
の
「
暮
ら
し
」
に
関

す
る
情
報
を
整
理
し
、
住
情
報
構
築
に
向

け
た
基
礎
デ
ー
タ
集
計
を
行
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
の
研
究
及
び
提
案

　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
等
が
地
域
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
潜
在
す
る

空
き
家
を
改
修
・
活
用
で
き
る
仕
組
み

や
、
既
存
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
各
種

の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
）
等
と
連
携
し
た
見
守
り
支
援
の
仕
組

み
に
つ
い
て
研
究
し
、
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
に
向
け
て
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

住
ま
い
に
関
す
る
諸
課
題
に
対
し
て
、

的
確
に
取
り
組
み
こ
と
が
で
き
る
体
制
お

よ
び
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
。
地
域
に
密

着
し
た
団
体
や
市
民
等
と
の
連
携
を
図

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

■
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
へ

　

平
成
25
年
６
月
の
設
立
か
ら
、
概
ね
月

１
回
を
目
途
に
「
大
牟
田
住
み
よ
か
ネ
ッ

ト 

コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
」
を
実
施
。
大

牟
田
住
み
よ
か
ネ
ッ
ト
構
成
団
体
の
主
要

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
大
牟
田
市
域
に
お

け
る
空
き
家
を
地
域
資
源
化
し
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
が
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
に
向
け
て
、
検
討
を
重
ね
ま
す
。

　

２
月
10
日
に
開

催
さ
れ
た
会
議
で

は
、「
高
齢
者
住

ま
い
セ
ミ
ナ
ー
in

お
お
む
た
」（
１

月
17
日
開
催
）
の

ふ
り
か
え
り
や

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
用
い
た
課
題

抽
出
、
空
き
家
実

態
調
査
の
現
状
報

告
、 

次
年
度
モ
デ

ル
事
業
の
実
施
に

向
け
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
も
っ

と
大
牟
田
住
み
よ
か
ネ
ッ
ト
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
モ
デ
ル
を
成
功
さ
せ
よ
う
」

「
住
居
検
索
シ
ス
テ
ム
や
管
理
コ
ス
ト
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

よ
う
」「
出
前
講
座
を
開
催
し
、
地
域
の

理
解
を
広
げ
、
市
民
を
巻
き
込
ん
で
い
こ

う
」
等
、
高
い
士
気
の
下
、
多
職
種
間
の

様
々
な
視
点
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
す
。

■
日
本
一
の
居
住
支
援
協
議
会
を
目
指
し

て

　

大
牟
田
住
み
よ
か
ネ
ッ
ト
事
務
局
の
大

牟
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
蔵
森
久
美
子

さ
ん
は
、「
現

在
、
全
国
で

41
協
議
会
が

設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
大

牟
田
市
の
よ

う
に
、
県
や

政
令
市
以
外

で
居
住
支
援
協
議
会
を
組
織
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
全
国
で
も
珍
し
い
で
す
。
大
牟
田

市
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
誰
も
が
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
地
域
の
関
心
は
高
ま
っ

て
お
り
、
民
生
委
員
さ
ん
や
有
明
工
業
高

等
専
門
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
も
家
屋
調
査

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
モ
デ
ル
事
業
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
大
牟

田
市
発
信
の
新
た
な
「
住
ま
い
方
」
を
提

案
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
モ
デ
ル
と
し
て
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
計
画
中
。
学
生
と
単
身

高
齢
者
、
一
人
親
家
庭
と
単
身
高
齢
者
な

ど
の
共
同
生
活
の
住
ま
い
方
を
提
案
し
て

い
き
ま
す
。

【構成団体】
公益社団法人福岡県宅地建物取引業協会 県南支部
ありあけ不動産ネット協同組合
大牟田市介護サービス事業者協議会
大牟田市障害者自立支援協議会
公益社団法人福岡県社会福祉士会
福岡県司法書士会
九州大学大学院 工学研究院
熊本学園大学　社会福祉学部
大牟田市地域包括支援センター
大牟田市（長寿社会推進課、福祉課、建築住宅課）
社会福祉法人大牟田市社会福祉協議会

【オブザーバー】
福岡県（建築都市部住宅計画課、

保険医療介護部高齢者支援課）
一般財団法人福岡県建築住宅センター

大牟田住みよかネットの最新情報はフェ
イスブックでチェックできます

大牟田市社会福祉協議会
　大牟田市瓦町 9-3
　☎　0944（57）2519

大牟田市居住支援協議会 検索

蔵森 久美子さん
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と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

〜
社
協
が
取
り
組
む
福
祉
教
育
〜

平
成
25
年
度
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

宗
像
市
は
、
人
口
約
９
万
６
千
人
で
高

齢
化
率
は
24
・
１
％
、
福
岡
市
と
北
九
州

市
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
両
市
の

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
。

　

宗
像
市
社
協
は
、「
市
民
と
と
も
に
創

造
す
る
福
祉
の
里
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
掲
げ
、
積
極
的
な
地
域
福
祉
の
推
進
を

始
め
、
介
護
保
険
事
業
や
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
の
受
託
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
宗
像
市
社
協
の
森
眞
一
福
祉

企
画
課
長
と
、
水
上
恵
二
総
務
福
祉
係
長

に
宗
像
市
社
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
福

祉
教
育
推
進
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。

福
祉
教
育
推
進
計
画
の
策
定

　

宗
像
市
社
協
で
は
、
地
域
の
福
祉
力
の

向
上
に
は
福
祉
教
育
の
推
進
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
、
平
成
18
年
に
、
当
時
と
し

て
は
全
国
で
も
珍
し
い
「
福
祉
教
育
推
進

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
24
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
次
福
祉

教
育
推
進
計
画
」
で
は
、
実
践
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
見
直
し
、
学
校
等
で
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
改
訂
し
ま
し

た
。

　

計
画
は
、「
み
ん
な
の
『
と
も
に
生
き

る
力
』
で
福
祉
の
里
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

を
対
象
と
し
た
『
と
も
に
生
き
る
』
た
め

の
「
生
涯
学
習
と
し
て
の
福
祉
教
育
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
を
対
象

　

こ
の
理
念
を
進
め
る
た
め
に
、
就
学
前

の
子
ど
も
か
ら
地
域
住
民
ま
で
年
代
ご
と

に
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
は

幼
児
期
か
ら
始
ま
り
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
、
地
域
住
民
、
事
業
所
と
細
か
く
設

定
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
生
涯
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

え
ま
す
。

　

特
に
珍
し
い
の
が
事
業
所
向
け
の
福
祉

教
育
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
は
、

地
域
の
事
業
所
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
宗
像
市
内
に
お
い
て
地
域
福
祉

の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
る
事
業
所
向
け

に
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
所

の
職
員
が
高
齢
者
や
障
害
者
等
す
べ
て
の

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
接
客
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
車
い
す
体
験
学

習
や
手
話
体
験
学
習
等
を
当
事
者
の
協
力

も
得
な
が
ら
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
市
役
所
や
飲
食
店
、
福
祉
事
業
者
な
ど

が
受
講
し
て
い
ま
す
。

宗
像
市
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

宗
像
市
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
福
祉
教

育
推
進
校
や
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
福
祉
の
推
進
に
携
わ

る
人
々
を
対
象
に
、
福
祉
教
育
へ
の
正
し

い
理
解
と
地
域
福
祉
へ
の
参
画
を
推
進
す

　
『
地
域
福
祉
は
福
祉
教
育
で
始
ま

り
、
福
祉
教
育
で
終
わ
る
』

　

こ
れ
は
、
地
域
の
主
人
公
で
あ
る

「
地
域
住
民
」
が
啓
発
や
広
報
の
段

階
か
ら
学
習
を
積
み
上
げ
、
結
果
と

し
て
地
域
住
民
が
自
ら
地
域
福
祉
を

創
造
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と

を
指
し
て
い
ま
す
。
住
民
主
体
に
よ

る
地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
地
域
住

民
の
福
祉
へ
の
意
識
高
揚
と
参
画
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
か
ら
で
す
。

　

で
は
、「
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
役
」
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
取
り
組
む
福
祉
教
育
推
進
事
業
を

紹
介
し
、
今
後
の
福
祉
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

宗像市社会福祉協議会のみなさん

事業所向け福祉教育研修の様子
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と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

〜
社
協
が
取
り
組
む
福
祉
教
育
〜

平
成
25
年
度
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

る
た
め
、
宗
像
市
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

年
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
講
演
や
市
内
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
地
区
や
学
校
の
実
践

報
告
な
ど
、
地
域
、
学
校
、
社
協
が
協
働

で
学
ぶ
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
福
祉
教
育
は
生
涯
学
習
」
と
話
さ
れ

る
森
さ
ん
。
宗
像
市
社
協
で
は
ま
さ
に
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
一
緒
に
学
び
、「
と
も
に
生

き
る
」
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
し

た
。

❖　

❖　

❖　

❖　

❖

　

現
在
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
引
き
こ
も
り
、

虐
待
や
孤
立
死
な
ど
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
は
山
積
し
て
お
り
、
地
域
の
福
祉
を
担

う
地
域
住
民
の
福
祉
力
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

誰
も
排
除
し
な
い
地
域
を
創
造
し
て
い

く
こ
と
は
、
地
域
住
民
が
多
様
な
生
き
方

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
尽
き
ま

す
。

　

地
域
の
福
祉
力
向
上
の
た
め
に
、
社
協

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る

住
民
の
学
び
と
、
地
域
福
祉
活
動
の
実
践

を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
日
本
社
会
事
業
大
学　

准
教

授
の
田
村 

真
広 

氏
を
迎
え
、

　
「
と
も
に
生
き
る
力
を
育
む
福
祉
教
育
」

と
題
し
て
、
地
域
で
福
祉
教
育
を
お
こ

な
っ
て
い
く
た
め
の
方
策
を
事
例
を
交
え

な
が
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
、「
福
祉
教
育
と
は
福
祉
活

動
の
基
盤
を
な
す
大
事
な
共
生
文
化
を
作

る
こ
と
。
地
域
の
資
源
に
詳
し
い
民
生
委

員
や
社
協
職
員
が
連
携
し
な
が
ら
、
個
性

豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
を
土
台
と
し

て
展
開
し
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

午
後
か
ら
は
、「
地
域
・
学
校
・
社
協

が
連
携
し
て
取
り
組
む
福
祉
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
社
会
事
業
大
学　

田
村
真
広
准
教

授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
、
実
際
に
地

域
・
学
校
・
社
協
が
連
携
し
た
福
祉
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
地
域
・
学
校
・

社
協
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
実
践
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
牟
田
市
中
友
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

吉
田　

勢
津
子　

氏

　

日
頃
民
生
委
員
が
行
っ
て
い
る
活
動

を
、
中
友
小
学
校
の
５
年
生
が
体
験
す
る

「
子
ど
も
民
生
委
員
活
動
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉
田

さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

た
と
き
、
民
生
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
に

貢
献
し
て
く
れ
れ
ば
。」
と
展
望
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

宗
像
市
立
河
東
小
学
校

�

教
諭　

大
淵　

裕
三
子　

氏

　

生
徒
た
ち
が
、
地
域
の
高
齢
者
な
ど
と

一
緒
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
を
も
っ
て

自
分
た
ち
の
地
域
を
歩
き
、
10
年
後
の
地

域
の
課
題
や
方
策
を
提
言
す
る
、「
赤
間

西
10
年
後
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
を
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
阪
市
住
吉
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

地
域
活
動
担
当
主
査　

軸
丸 

政
代 

氏

　

地
域
住
民
が
生
徒
役
と
な
っ
て
、
小
学

生
や
先
生
が
授
業
を
行
う
「
わ
く
わ
く
小

学
校
」
の
取
り
組
み
等
を
中
心
に
、「
地

域
住
民
と
創

る
！
開
催
す

る
！
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と

し
た
住
吉
区

の
福
祉
教
育

の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報

告
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

去
る
１
月
21
日
（
火
）、
福
岡
県

中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
）

で
、
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
り
な
が

ら
ど
の
よ
う
に
福
祉
教
育
に
取
り
組

む
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
社
協
は
ど
う

支
援
す
る
の
か
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
深
め
、
協
働
実
践
の
方
策
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、「
平
成
25
年
度
福

祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
社
協
や
学

校
関
係
者
、
地
域
活
動
実
践
者
等
１

０
０
名
の
参
加
を
得
て
、
開
催
し
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
域
福
祉
部　

地
域
課

　

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

日本社会事業大学
准教授　田村　真広　氏
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赤い
羽根
赤い
羽根NEWSNEWS

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

〜
地
域
で
役
立
て
ら
れ
る
共
同
募
金
〜

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い

　
　
　
　
　
保
育
環
境
の
た
め
に

　
　
　
　
　
保
育
環
境
の
た
め
に

　
　
　
　
　
保
育
環
境
の
た
め
に

　
　
　
　
　
保
育
環
境
の
た
め
に

（内訳）一般募金
　　　６億５１１５万３６０２円
　　　ＮＨＫ歳末たすけあい募金
　　　　　１６１８万４５７９円
　　　地域歳末たすけあい募金
　　　　　９７６７万６９７３円

平成25年度共同募金運動の実績

合計  ７億６５０１万５１５４円

0

200

400

600

800

1,000
（万円）

（年度）
21 22 23 24 25

赤い羽根自販機の募金実績
（寄付額の推移）

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
様
々
な
課
題

解
決
の
た
め
の
地
域
福
祉
活
動
や
民
間
の

社
会
福
祉
施
設
の
活
動
な
ど
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
保
育
所
で
の
活
用
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児

童
福
祉
施
設
の
一
つ
で
、
保
護
者
が
仕

事
・
産
前
産
後
・
介
護
な
ど
の
状
況
に
あ

る
場
合
に
、
子
ど
も
た
ち
を
預
か
り
、
安

全
に
、
そ
し
て
温
か
く
見
守
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
慈
生
会 

保
育
所
慈
生

園
（
筑
紫
野
市
）
で
は
、
本
年
度
、
共
同

募
金
配
分
金
を
利
用
し
、
２
種
類
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

園
で
は
、
９
時
半
か
ら
16
時
ま
で
の
ク

ラ
ス
単
位
で
の
活
動
の
前
後
に
、
０
歳
か

ら
年
長
さ
ん
ま
で
一
緒
に
過
ご
す
「
自
由

遊
び
」
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
間
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
お
絵

か
き
・
折
り
紙
・
粘
土
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
遊
び
を
選
び
、
今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク

も
こ
こ
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

副
園
長
の
森
田
誓
子
さ
ん
は
、「
子
ど

も
た
ち
の
生
活
は
、
保
護
者
の
仕
事
な
ど

の
都
合
に
よ
り
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
当
園
で
は
、
朝
は
７
時
か
ら
登

園
で
き
、
延
長
保
育
の
時
間
を
含
め
る
と

19
時
ま
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
見
立
て
遊
び
が
大
好
き
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
飽
き
ず
に
夢
中
に

な
れ
る
よ
う
な
遊
び
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
、

自
由
に
作
っ
て
遊
べ
る
も
の
が
あ
る
と
い

い
で
す
ね
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
す
べ
り
台
、
犬
の

顔
、
家
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
消
防
車
、
ゾ
ウ
、

ケ
ー
キ
、
電
車
な
ど
、
豊
か
な
想
像
力
で

次
々
と
作
品
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
事
業
で
は
、
保
育
所
慈
生

園
の
他
に
も
県
内
４
ヵ
所
の
保
育
所
で
、

○
体
操
・
運
動
用
の
マ
ッ
ト

○
お
昼
寝
用
の
洗
え
る
畳

○ 

保
育
室
で
食
事
と
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
を

仕
切
る
こ
と
が
で
き
る
つ
い
た
て

○
並
ん
で
座
れ
る
ソ
フ
ァ

な
ど
の
備
品
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
過

ご
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

ロボットがケーキをいただきまーす

電車だよ！
おうちの中からこんにちは すべり台、いくよー

7ふくおかのふくし
144 号　2014 年 3月



赤い
羽根
赤い
羽根
赤い赤い赤い赤い
羽根羽根羽根羽根NEWSNEWS

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

〜
地
域
で
役
立
て
ら
れ
る
共
同
募
金
〜

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い

　
　
　
　
　
保
育
環
境
の
た
め
に

（内訳）一般募金
　　　６億５１１５万３６０２円
　　　ＮＨＫ歳末たすけあい募金
　　　　　１６１８万４５７９円
　　　地域歳末たすけあい募金
　　　　　９７６７万６９７３円

平成25年度共同募金運動の実績

合計  ７億６５０１万５１５４円

0

200

400

600

800

1,000
（万円）

（年度）
21 22 23 24 25

赤い羽根自販機の募金実績
（寄付額の推移）

　平成 25 年度の共同募金運動では、厳しい経済状況の中、
県民の皆様のご理解とご協力により、７億６千万円余の浄財
をお寄せいただきました。心から感謝申し上げます。
　お寄せいただいた募金は、高齢者の見守り訪問活動をはじ
め、障害者支援、子育て支援のほか、民間の社会福祉施設へ
の活動支援、さらに、災害時のボランティア活動の支援な
ど、県内の様々な福祉活動に活用させていただきます。
　共同募金の使いみちやありがとうメッセージを、本会ホー
ムページや中央共同募金の赤い羽根データベース「はねっ
と」でもご紹介していますので、ぜひご覧ください。

本会ホームページアドレス　
http://www.fsw.or.jp/kyobo/
赤い羽根データベース「はねっと」アドレス
http://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do

広がる「寄付つき商品」への取り組み
　共同募金の約７割を占める戸別募金の実績が減少傾向にあ
る中、共同募金会各支会では、今年度様々な取り組みを実施
し、特に「寄付つき商品」については、その取り組みの成果
が大きくなっています。
　赤い羽根自販機は、商品を購入するとその売り上げに応じ
て、業者が地元の共同募金会に寄付をする「寄付つき商品」
の代表とも言えるものですが、今年度 39 台増え、県内 45 の
市町村で 229 台となり、実績額も 8,223,211 円となりました。

（５年間で約 3.6 倍）

　また、支会が地元の商店や企業等と連携して取り組ん
でいる寄付つき商品も順調に伸びており、県内７市町で
47 の企業等に協力していただきました。報道機関の関
心も高く、新聞や雑誌等に取り上げていただき、共同募
金会の PR にも役立っています。（詳しくは本会ホーム
ページで）
　福岡県共同募金会では、今後も新たな募金方法を推進
していきます。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県
共
同
募
金
会

　

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
８
８

皆様のあたたかな思いに
ふくおかの福祉は支えられています

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
（２月末現在）

設置台数 54 113 144 190 229

設置市町村数 12 30 37 40 45

西南学院大学・九州産業大学・株
式会社ゼブラが作成した寄付つき
シャープペンシル・ボールペン
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「
苦
情
」は
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
運
営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

福
祉
の
職
場
へ
の
就
活
を
応
援
!!

福
岡
県
社
協
で
は
各
種
研
修
等
を
開
催
！！

社
会
福
祉
法
人
が

　
　
　防
災
の
原
点
に
立
ち
返
る

「
社
会
福
祉
施
設
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た

今
一
度

　「避難弱者」とは、災害時に自力で避
難できない高齢者や子ども、病気を抱え
た人たちを指し、自力で避難することが
困難な人々の過酷な避難の現実やその現
場で尽力する職員たちの姿を追っていま
す。

　巻末には、避難弱者
を守るための具体的提
言を盛り込んでいま
す。
　2013 年８月に東洋経
済新報社から『避難弱
者』を発刊 。
　この本の印税は、福
島県復興のために活用
されます。

相川祐里奈さん著書『避難弱者』

　

去
る
１
月
９
日
、
10
日
、
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
﹁
平
成
₂₅
年
度
福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
解
決
従
事
者
研
修
会
﹂
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

９
日
は
苦
情
受
付
担
当
者
を
対
象
と
し

６
９
５
人
、
10
日
は
苦
情
受
付
責
任
者
を

対
象
と
し
５
５
２
人
、
合
計
１
２
４
７
人

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員

会
事
務
局
か
ら
運
営
適
正
化
委
員
会
に
寄

せ
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
の
受
付

状
況
や
傾
向
、
事
例
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
、「
苦
情
解
決
の
体
制
整
備
と

苦
情
解
決
に
お
け
る
責
務
と
役
割
」「
苦

情
解
決
責
任
者
・
苦
情
解
決
担
当
者
の
役

割
と
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
洋
大
学

社
会
学
部　

高
山
直
樹
教
授
か
ら
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
山
教
授
は
苦
情
の
特
徴
と
し
て
、

「
誰
も
が
苦
情
を
受
け
る
こ
と
は
好
ま
な

い
」「
た
と
え
一
生
懸
命
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
た
と
し
て
も
苦
情
は
無
く
な
ら

な
い
」「
し
っ
か
り
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
切

な
い
」
と
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
重
な

れ
ば
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
「
頭
に

く
る
」「
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
」「
仕
返
し

し
た
く
な
る
」こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
苦
情
を
言

う
利
用
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
運
営
に

関
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
う
る
可

能
性
が
あ
る
」「
苦
情
数
を
減
ら
す
こ
と

よ
り
、
苦
情
に
対
す
る
対
応
が
重
要
で
あ

る
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
苦
情
解
決
制
度
は
権
利
擁
護

の
仕
組
み
で
あ
り
、
利
用
者
の
尊
厳
を
守

り
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
そ
の
利
用
者

を
応
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
本
日

の
参
加
者
は
、
利
用
者
の
尊
厳
、
生
命
、

生
活
を
護
っ
て
い
く
要
で
あ
る
」
と
強
く

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
苦
情
に
対
す
る
向
き
合
い
方
が
分
か
っ

た
」「
利
用
者
や
家
族
と
の
対
話
の
必

要
性
が
理
解
で
き
た
」「
苦
情
解
決
は
組

織
的
に
対
応
す
る
必
要
性
を
認
識
し
た
」

「
第
三
者
委
員
と
職
員
と
の
意
見
交
換
の

場
を
設
け
た
い
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
の
各
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

苦
情
解
決
の
体
制
づ
く
り
に
大
き
な
示
唆

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

去
る
２
月
７
日
（
金
）、
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
﹁
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

２
０
１
４ 

in 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
～
平
成

₂₅
年
度
第
２
回
福
祉
の
職
場
合
同
就
職
面

談
会
～
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
就
職
活
動
を
行
う
方
々

に
対
し
、
就
職
活
動
に
必
要
な
視
点
を
学

び
、
標
記
面
談
会
が
よ
り
有
効
な
も
の
に

な
る
た
め
、
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ

リ
ア 

門
野
友
彦 

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
就

活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
自
分
に

合
う
職
場
の
見
つ
け
方
」
と
題
し
、「
①

福
祉
の
「
未
来
の
可
能
性
」
を
知
る
事
で

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
「
ヒ
ン
ト
」
を
つ
か

む
。
②
「
自
己
理
解
」
を
す
る
と
「
自
分

に
合
っ
た
職
場
が
見
え
て
く
る
」
こ
と
を

体
感
す
る
。
③
本
日
の
就
職
フ
ェ
ア
で

行
う
事
を
確
認
す
る
。」
と
い
う
３
つ
を

柱
に
、
午
後
の
就
職
面
談
会
に
向
け
、
現

在
の
福
祉
業
界
が
未
来
産
業
で
あ
る
こ
と

や
、
自
己
理
解
や
企
業
理
解
、
自
分
に
合

う
職
場
を
見
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
等
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

就
職
フ
ェ
ア
の
メ
イ
ン
で
あ
る
就
職
面

談
会
で
は
、
１
４
８
ブ
ー
ス
（
求
人
数

１
４
４
４
）
を
設
け
、
４
６
１
名
の
就
職

希
望
者
が
参
加
。
職
場
の
魅
力
や
施
設
・

事
業
所
の
方
針
等
様
々
な
話
を
聞
き
な
が

ら
自
分
に
合
っ
た
職
場
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
熱
心
に
各
ブ
ー
ス
を
回
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
チ
ェ
ッ
ク

し
た
出
展
法
人
・
事
業
所
を
回
っ
て
い
た

学
生
は
「
実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
さ
ん

の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

と
違
っ
た
魅
力
溢
れ
る
施
設
と
出
会
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
フ
ェ
ア
に
参
加

し
て
良
か
っ
た
」
と
、
就
職
活
動
に
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
毎
年
２
回
開
催
し
て
い
る

就
職
フ
ェ
ア
以
外
に
、
福
岡
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や
、
月
１
回
程
度
各

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
福
祉
・
介
護
分
野
の
就

職
お
よ
び
資
格
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の

就
職
等
お
考
え
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県
社
協　

人
材
・
情
報
課

　

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
１
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県
社
協　

評
価
・
相
談
課

　

☎
０
９
２
（
９
１
５
）
３
５
１
１ 東洋大学社会学部　高山直樹教授
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「
苦
情
」は
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
運
営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

福
祉
の
職
場
へ
の
就
活
を
応
援
!!

福
岡
県
社
協
で
は
各
種
研
修
等
を
開
催
！！

社
会
福
祉
法
人
が

　
　
　防
災
の
原
点
に
立
ち
返
る

「
社
会
福
祉
施
設
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た

今
一
度

　「避難弱者」とは、災害時に自力で避
難できない高齢者や子ども、病気を抱え
た人たちを指し、自力で避難することが
困難な人々の過酷な避難の現実やその現
場で尽力する職員たちの姿を追っていま
す。

　巻末には、避難弱者
を守るための具体的提
言を盛り込んでいま
す。
　2013 年８月に東洋経
済新報社から『避難弱
者』を発刊 。
　この本の印税は、福
島県復興のために活用
されます。

相川祐里奈さん著書『避難弱者』

　

は
じ
め
に
、「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
た
福
岡
県
の
防
災
対
策
」
と
題
し
、
福

岡
県
総
務
部
防
災
危
機
管
理
局　

防
災
企

画
課　

山
田
哲
生
課
長
補
佐
が
行
政
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

福
岡
県
の
災
害
・
被
害
想
定
及
び
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、「
日
頃

か
ら
の
社
会
福
祉
施
設
の
安
全
点
検
、
ま

た
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
実
行
性
の
あ
る
避

難
訓
練
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
避
難
弱
者
」「
避
難
弱
者

を
守
る
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

相
川

祐
里
奈
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

相
川
さ
ん
は
、
新
聞
社
を
退
社
後
、
原

発
国
家
事
故
調
査
委
員
会
の
事
務
局
調
査

員
と
し
て
、
福
島
県
内
に
あ
る
20
箇
所
の

福
祉
施
設
を
取
材
。
そ
の
経
験
か
ら
「
東

日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
の
長
期
化
や
受

け
入
れ
先
が
見
つ
か
ら
な
い
等
の
理
由
で

助
か
る
は
ず
の
命
が
た
く
さ
ん
失
わ
れ
ま

し
た
（
震
災
関
連
死
）。
今
後
、
大
規
模

災
害
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
自

施
設
の
利
用
者
の
広
域
避
難
を
含
め
た
避

難
計
画
の
見
直
し
、
職
員
の
ケ
ア
、
他
施

設
の
利
用
者
の
受
け
入
れ
可
否
に
つ
い
て

考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
広
域
施
設
間
の
原
子

力
防
災
訓
練
」「
児
童
・
障
害
者
各
施
設

に
よ
る
取
り
組
み
」「
実
際
に
役
立
つ
訓

練
」
等
様
々
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
参
加

者
が
自
由
に
学
習
・
情
報
交
換
・
訓
練
が

で
き
る
テ
ー
マ
別
分
科
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

第
５
分
科
会
で
は
福
岡
市
防
災
協
会
か

ら
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
方
法
、

簡
易
担
架
の
作
成
等
を
学
び
、「
分
科
会

を
自
由
に
選
ん
で
受
講
で
き
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
。」「
自
分
の
施
設
で
の
防
災
の
取

り
組
み
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。」

等
参
加
者
が
熱
心
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
今
後
も
社
会
福
祉

施
設
の
防
災
力
向
上
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

去
る
２
月
19
日
、
福
岡
国
際
会
議
場

（
福
岡
市
）
で
、﹁
社
会
福
祉
施
設
防
災
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
今

一
度
防
災
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
施
設
利

用
者
・
職
員
等
の
命
を
守
る
た
め
に
、
被

災
し
た
施
設
の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

日
頃
か
ら
の
施
設
設
備
点
検
や
防
災
意
識

の
向
上
、
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
取
り
決

め
を
行
う
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
県
内
社
会
福
祉
施
設
関
係
者
３
０

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県
社
協　

施
設
課

　

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

フリージャーナリスト　相川祐里奈さん

心肺蘇生法の演習の様子

簡易担架を作成した訓練
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福岡県高齢者総合相談事業の
終了について

問い合わせ先

福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　評価・相談課
☎　０９２（５８４）３３４４（平成 26 年３月末まで）
福岡県保健医療介護部高齢者支援課
☎　０９２（６４３）３２４８

▲

福岡県「まごころ製品」オンラインショップがオープン

ＨＰイメージ

http://magokoro-ichiba.jp/
オンラインショップ開設は、３月下旬予定です。詳細は下記事務局までお問い合わせください。

■問い合わせ先　　福岡県セルプセンター（福岡県社会福祉協議会 施設課内）
　　　　　　　　　☎０９２（５８４）３３７７

が開催されましたが開催されました

延べ 16,111 人が来店

　

今
回
は
、
福
岡
県
内
の
障
害
者
福

祉
施
設
・
事
業
所
63
施
設
が
参
加
し
、

食
品
や
木
工
品
、
縫
製
品
、
雑
貨
な

ど
障
害
者
施
設
で
障
害
者
の
皆
さ
ん

が
作
る
魅
力
溢
れ
る
商
品
約
６
万
点

が
並
び
ま
し
た
。

　
「
チ
ラ
シ
を
見
て
来
ま
し
た
。
障

害
者
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
パ
ン
を
初

め
て
食
べ
ま
し
た
が
、
本
当
に
美

味
し
い
で
す
。
お
土
産
に
ケ
ー
キ
を

買
っ
て
帰
ろ
う
と
思
い
ま
す
。」「
以

前
木
工
品
を
子
ど
も
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
ら
す
ご
く
喜
び
ま
し
た
。」
な

ど
、
初
め
て
の
お
客
さ
ん
や
常
連
さ

ん
の
買
い
物
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）
に
は
、

＂
食
の
匠
集
団
＂
博
多
食
文
化
の
会

が
障
害
者
の
皆
さ
ん
と
協
同
し
、
模

擬
店
を
出
店
。
施
設
で
作
っ
た
野
菜

等
を
使
い
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
サ
ン

ド
や
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
を
数
量
限

定
で
販
売
し
、
即
完
売
の
大
盛
況

ぶ
り
。
売
上
金
は
、
博
多
食
文
化
の

会
の
ご
厚
意
で
、
障
害
者
の
自
立
支

援
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
ま
ご
こ

ろ
製
品
を
知
っ
て
も
ら
う
契
機
と
な

り
ま
し
た
。
ま
ご
こ
ろ
製
品
を
購
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
収
入
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。
本
会
で
は
引
き
続
き
、「
ま
ご

こ
ろ
製
品
」
の
販
路
拡
大
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
「
頑
張
ろ
う
！
」
障
害
者
支
援
施

設
お
お
ほ
り
苑
の
坂
本
悠
輔
さ
ん
の

掛
け
声
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
ご
こ
ろ

製
品
大
規
模
販
売
会
。
期
間
中
の
来

場
者
は
１
万
６
１
１
１
人
、
売
り
上

げ
は
約
１
２
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、

多
く
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

去
る
１
月
22
日
（
水
）
か
ら
26
日

（
日
）、
福
岡
三
越
（
福
岡
市
）
で

「
第
１
回
福
岡
県
ま
ご
こ
ろ
製
品
大

規
模
販
売
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
の
収
入
向
上
を
目
指
し
て

　

現
在
、
福
岡
県
に
お
け
る
障
害

者
施
設
で
働
く
皆
さ
ん
の
平
均
賃

金
月
額
は
、
約
１
万
２
７
８
４

円
と
低
額
で
、
全
国
平
均
１
万

３
５
８
６
円
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
福
岡
県
で
は
、
福
岡
県

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
障
害
者
施

設
で
働
く
皆
さ
ん
の
平
均
賃
金
月

額
を
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
全
国

平
均
額
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
に

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
販
売
会
も
そ
の
一
環

と
し
て
、
県
民
の
方
々
に
広
く
、

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
一
つ
で
も
多
く
の
商

品
を
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
購
入

い
た
だ
き
、
働
く
障
害
者
の
皆
さ

ん
の
収
入
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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福岡県高齢者総合相談事業の
終了について

問い合わせ先

福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　評価・相談課
☎　０９２（５８４）３３４４（平成 26 年３月末まで）
福岡県保健医療介護部高齢者支援課
☎　０９２（６４３）３２４８

　高齢者やその家族からの心配ごと、悩みごとの相談に応じる福岡県高齢者総合相談事業は、
昭和 62 年に福岡県の委託を受けて開設しました。
　以来、近年の社会福祉諸制度の変化に応じて、一般相談や専門相談となる高齢者無料職業相談
所、医療相談、年金相談、法律相談等の専門相談を実施し、平成 22 年からは保健師や認知症の
人と家族の会による認知症相談を行うことにより、相談対応の充実、相談体制の連携強化に努め
てまいりました。
　この間、関係機関の皆様のご支援をいただきながら、広く県民の方々にご利用いただいてまい
りましたが、今年度（平成 25 年度）をもちまして、事業を終了することとなりました。
　ご支援をいただいた関係機関の皆様に厚くお礼申し上げます。

　今後、高齢者に関する相談については、お住まいの地域包括支援センター、または市区町村高
齢者福祉担当窓口にご相談いただきますようお願い申し上げます。
　認知症についての相談については、かかりつけ医や、以下の福岡県内の認知症医療センターに
ご相談ください。

認知症医療センター相談窓口 住　　所 電話番号

学校法人久留米大学　久留米大学病院 久留米市旭町６７ ０９４２（３１）７９０３

医療法人牧和会　牧病院 筑紫野市大字永岡９７６－１ ０９２（９２２）２８５７

医療法人（社団）光風会　宗像病院 宗像市光岡１３０ ０９４０（３６）２７７５

医療法人昌和会　見立病院 田川市大字弓削田３２３７ ０９４７（４６）２１６４

独立行政法人国立病院機構大牟田病院 大牟田市大字橘１０４４－１ ０９４４（５８）７２６５

国立大学法人九州大学病院 福岡市東区馬出３－１－１ ０９２（６４２）６２３５

医療法人（財団）小倉蒲生病院 北九州市小倉南区蒲生５－５－１ ０９３（９６３）６５４１
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　福岡県社協では、福岡県から委託を受け、障害のある方々の地域での暮らし
をサポートするため、障害者関連の施策、市町村事業、社会資源名簿をとりま
とめた「福岡県障害者福祉情報ハンドブック」を２年に１度発行しております。
　このハンドブックが、障害者関係機関等における相談業務の一層の充実につ
ながり、障害のある方々やその家族の方にとって有益な情報として活用いただ
ければ幸いです。

【主な内容】
○社会福祉関係資料…社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料　…県内社会福祉施設、福祉事務所、児童相談所、年金事務所、保健所、
　　　　　　　　　　地域包括支援センター等の所在地・電話番号、
　　　　　　　　　　各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口と世帯・高齢化率等

障害者福祉情報ハンドブック2014が完成しました

2014年版　社会福祉手帳　民生委員・児童委員手帳　好評発売中

【購入方法】
　購入希望の方は、３月20日以降に下記までお越しいただくか、必要事項（①氏名・
団体名　②部数　③送付先住所　④TEL・FAX）をご記入のうえ FAX または郵送
でお申込みください。
※福岡県福祉情報センターホームページで申込書をダウンロードすることもできます。

【申込み・問い合わせ先】　※月曜日は休館
 〒816-0804　春日市原町3-1-7　クローバープラザ東棟2F
 福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　人材・情報課
 ☎０９２（５８４）３３３０　　　　０９２（５８４）３３１９

■問い合わせ先　　福岡県社会福祉協議会　総務課　　☎０９２（５８４）３３７７

【価格】1,300 円（税込）　Ａ４判・392頁
【送料】10部まで 475円（九州内）

１冊 800 円
送料：1冊 250円、2～ 6冊 360円、7冊以上 560円

●携帯に便利なポケットサイズ＜縦 14cm　横 8.5cm＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ
　（2013年 12月～ 2015年３月分）

金額（税込）

※11 部以上、九州外の発送はお問い合わ
　せください。

　福岡トヨペット株式会社様では、県内の高齢者福祉施設・障
害者福祉施設 30 カ所にそれぞれ１台ずつ車いすを寄贈されま
した。
　去る１月 23 日に来局された谷口正彦福岡トヨペット株式会
社常務取締役は、「今年から車いすのタイプを選んでいただき、
私どもの社員が直接お届けしたところ、大変喜ばれました」と
報告されました。
　同社は平成 19 年からこれまでに 276 台もの車いす寄贈を続
けておられます。
　福岡トヨペット株式会社様、ありがとうございました。

　福岡県民共済協同組合様からご寄付をいただきました。同組合で
は、平成 18 年に組合創設 20 周年を記念し、社会貢献の一環とし
て、本会に貴重な浄財を寄付いただき、以来、毎年ご寄付いただい
ております。
　去る１月 24 日に行われた贈呈式では、石丸一宏福岡県民共済協
同組合常務理事から富安節子本会常務理事へ目録が贈呈されまし
た。お寄せいただいた浄財は、同組合のご意向により、障害者の働
く場である地域活動支援センター等の活動用車両購入のために活用
させていただきます。
　福岡県民共済協同組合様、ありがとうございました。

　来る４月 26 日（土）、博多の森陸上競技場（博多区）及びクローバープラザ
（春日市）で、「第 52 回福岡県身体障害者体育大会」が開催されます。
　本大会は、身体障害者がスポーツを通じて、残存機能の回復と体力の維持・
増強を図り、自らの障害を克服して明朗かつ積極的な性格を養うとともに、社
会の身体障害者に対する認識と理解の高揚を図ることを目的とします。
　また、本大会は、11 月１日（土）～３日（月）、長崎県で開催される「第 14
回全国障害者スポーツ大会（長崎がんばらんば大会」の代表選手の選考大会で
もあります。66 団体、700 名を超える選手が参加予定です。
　日頃から練習に汗を流す選手たちが活躍します。是非会場で応援してくださ
い。

福岡トヨペット様 から県内福祉施設に車いす30台を寄贈いただきました

働く障害者に活動用車両を!! 福岡県民共済生活協同組合様 からご寄付いただきました

第52回福岡県身体障害者体育大会が開催されます

【大会事務局・問い合わせ先】　福岡県障害者スポーツ協会
☎０９２（５８２）５２２３　　 ０９２（５８２）５２２８

（左中）谷口正彦 福岡トヨペット株式会社 常務取締役　　（右中）富安節子 本会常務理事
（左）松尾秀浩 福岡トヨペット株式会社経営管理部総務グループ 副課長
（右）香月健二 福岡トヨペット株式会社経営管理部総務グループ リーダー

（左）石丸一宏 福岡県民共済生活協同組合常務理事
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　福岡県社協では、福岡県から委託を受け、障害のある方々の地域での暮らし
をサポートするため、障害者関連の施策、市町村事業、社会資源名簿をとりま
とめた「福岡県障害者福祉情報ハンドブック」を２年に１度発行しております。
　このハンドブックが、障害者関係機関等における相談業務の一層の充実につ
ながり、障害のある方々やその家族の方にとって有益な情報として活用いただ
ければ幸いです。

【主な内容】
○社会福祉関係資料…社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料　…県内社会福祉施設、福祉事務所、児童相談所、年金事務所、保健所、
　　　　　　　　　　地域包括支援センター等の所在地・電話番号、
　　　　　　　　　　各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口と世帯・高齢化率等

障害者福祉情報ハンドブック2014が完成しました

2014年版　社会福祉手帳　民生委員・児童委員手帳　好評発売中

【購入方法】
　購入希望の方は、３月20日以降に下記までお越しいただくか、必要事項（①氏名・
団体名　②部数　③送付先住所　④TEL・FAX）をご記入のうえ FAX または郵送
でお申込みください。
※福岡県福祉情報センターホームページで申込書をダウンロードすることもできます。

【申込み・問い合わせ先】　※月曜日は休館
 〒816-0804　春日市原町3-1-7　クローバープラザ東棟2F
 福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　人材・情報課
 ☎０９２（５８４）３３３０　　　　０９２（５８４）３３１９

■問い合わせ先　　福岡県社会福祉協議会　総務課　　☎０９２（５８４）３３７７

【価格】1,300 円（税込）　Ａ４判・392頁
【送料】10部まで 475円（九州内）

１冊 800 円
送料：1冊 250円、2～ 6冊 360円、7冊以上 560円

●携帯に便利なポケットサイズ＜縦 14cm　横 8.5cm＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ
　（2013年 12月～ 2015年３月分）

金額（税込）

※11 部以上、九州外の発送はお問い合わ
　せください。

　介護福祉士等修学資金貸付制度とは介護福祉士・社会福祉士の養成施設又は実務者養成施設に在学する学生で、将来福岡県
内において介護業務等に従事しようとする方に対し、資金の貸付を行う制度です。
■貸付対象者
（１）福岡県内の養成施設等又は実務者養成施設等に通学している者であること。ただし、県内に居住している者で県内及

び県外の養成施設等又は実務者養成施設等の通信課程に在学している者を含む。
（２）優秀な学生であると養成施設等又は実務者養成施設等の長が推薦する者であること。
（３）修学に際し、経済的援助を必要とすること。
（４）同種の修学資金又は修学に係る公的な経済支援を他の者から受けていないこと。
（５）養成施設を卒業後、福岡県内で介護業務等に従事しようとする者であること。
■貸付制度の概要

貸付額
養成施設等

月額　50,000 円以内
入学・就職準備金　各 200,000 円以内（各１回のみ）
生活費加算　（※）

実務者養成施設等 200,000 円以内
利　子 無利子 貸付期間 養成施設に在学している期間

保証人 連帯保証人２名が必要 返還免除 養成施設を卒業した日から１年以内に、福岡県内において
介護業務等に５年間従事した場合

※�貸付申請時に生活保護受給世帯の方等にあっては、養成施設等に在学する期間の生活費として、生活費保護の基
準に定める基準生活費のうち、申請時の居住地におけるその方の年齢に対応する年齢別の基準額以内の額を月額
の貸付額に加算することができます。詳細は下記までお問い合わせください。

■問い合わせ先　　福岡県社会福祉協議会　総務課　　☎０９２（５８４）３３７７

介護福祉士等修学資金貸付制度のご案内
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